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1.はじめに
文化受容と翻訳の諸問題を考える上で､鈴木孝夫の以下の主張 ･提案はひとつの参考とな
る｡ただし､それを実現するとなると､日本の大学でフランス語フランス文学の研究 ･教育
に携わる者の一人として､その可能性に疑念を感じないではないけれども｡いささか長くな
るが､r日本人はなぜ英語ができないか』(岩波新督､1999)から引用する｡
(･ ･)日本人のもつ膨大な外国についての情報､そして外国に由来する知識は､そ
れぞれの分野の専門家が日本語に翻訳したものがもととなって､その後さまざまなかたち
で､日本の社会に定着したことが分かります｡
私は今これとまさに逆のこと､つまり日本事情や日本人の思想や学問が､外国語にどん
どんと翻訳されることによって､諸外国の学生や知識人の間にそれが広まり定着すること
を考えているのです｡これまで日本の少年少女が F鉄仮面』や F三銃士』の話を､胸を躍
らせながら読んできたように､今度はフランスの子供たちが､たとえば F里見八犬伝』の
物語を､フランス語で楽しむようなことがあっても､悪くないはずでしょう｡
どうして現状ではそうなっていないのかといえば､これまでのフランスについての日本
人の勉強や研究が､フランスそのものを知り､日本にはない優れたものをあちらから取り
入れるということだけに集中していて､お返しに日本の優れたもの､世界に誇るべき日本
人の言語文化財を､フランス人にも楽しんでもらおうという､発想も余裕もなかったから
です｡したがって日本でのフランス語の教育のしくみ自体が､今でもそうなっていないの
です｡
だからこそ私は､今の日本にとって､手段言語としての役割が急速に減少したフランス
語やドイツ語は､いろいろな事情で直ちに規模を縮小することが難しいのならば､せめて
教育のあり方､目標を日本文化､日本の言語財のフランス語化､ ドイツ語訳の推進-と､
方向転換すべきだと思うのです｡
ドイツ語圏はドイツ､オーストリアそしてスイスなどに拡がり､一億前後の人口があり
ます｡フランス語はフランスの他に､かつてのフランス海外領土や植民地を入れて四十数ヶ
国で､今でも用いられている大言語です｡これらの広大な地域の人々に､日本事情や日本
の言語文化財が､どんどんと翻訳によって知られるようになれば､それは日本にとって計
り知れない利益があるだけでなく､世界の何億という数の人々に､日本から素晴らしい知
的な贈物を届けることになるのですから (p188 p190. - .8)

｢日本の言語財のフランス語化｣は今後日本人の課題のひとつとして残り続けるであろう｡ 
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しかし､すでにフランス人のEl本文学研究家ルネ ･シフェ-ル eS )によって多f terieRen(
大の寄与がなされている事実をまず押さえておくべきであろう｡シフェ-ルの略歴と主な業
績を以下に掲げる (末尾参考文献 2より作成)0 
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シフェ-ルによる日本古典文学作品のフランス語訳に対する評価は､これまで F源氏物語｣】
や井原西鶴などについてなされてきた (末尾参考文献を参照のこと)｡本研究では､上田秋
成の 『'雨月物語』から ｢ itsubh dauro吉備津の釜｣のフランス語訳 ≪Lec ndeKi ≫を取り上
げて原典と比較検討してみた｡その結果､シフェ-ルのフランス語訳は､フランス語読者に
対する種々の工夫が見られる一方で､原文の解釈について問題点も若干観察された｡この事
実は､翻訳を行う上で､原典の専門研究者と母語話者との共同作業が有効であることを示唆
しているように思われる｡
シフェ-ルによる 『雨月物語』の翻訳本は以下のとおりである｡ 
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これらは､それぞれ以下の評釈本を指していると思われる｡
和田常吉 r評釈江戸文学叢書 読本傑作集』(大日本雄弁会講談社､昭和 10年)
年)重友 毅 F雨月物語評釈』 (明治書院､昭和32
それでは､以下､シフェ-ルのフランス語訳の工夫と問題点を例示するが､その前に､本
稿の理解のため ｢吉備津の釜｣のあらすじを述べておく｡
吉備国の井沢正太夫は放蕩息子の正太郎に嫁を迎えて身持ちを固めさせようと､吉備津
神社の神主､香央造酒の娘との縁組をとりまとめた｡この嫁にきた磯良というのは､大変
よくできた女であったが､正太郎はいつのころからか､外に袖という遊女の愛人をつくり､
これとなじみになって駆け落ちしてしまった｡二人は袖の親戚の彦六の隣の家で仲睦まじ
く生活していたが､袖は物の怪 (磯良の呪い?)に悉かれて死んでしまった｡それから正
太郎は夕方に墓参りする生活が続いた｡ある日､いつものように墓に行くと､女がいた｡
聞くと､仕える家の主人が死に､伏せてしまった奥方の代わりに日参しているのだという｡
美人であるという奥方に興味を持った正太郎は､女についていき､奥方と悲しみを分かち
合おうと訪問することになったが -0
以下に引用する原典は小学館 『日本古典文学全集78 英草紙 西山物語 雨月物語 春雨
物語』による｡また､引用文における下線はすべて引用者による強調である｡ 
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○日本史的知識の補足 注の挿入､
.シフエールによるフランス語訳の工夫
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原文 ｢吉備の国賀夜 郡 庭妹の郷に､ 井沢庄太夫といふものあり｡祖父は播磨の赤松に仕へ
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･｣(3p.しが､去ぬる森吉元年の乱に､かの館を去りてここに来り､･ 24-p )343.
口訳 (重友)｢吉備の国賀夜の郡庭妹の里に､井沢庄太夫という者がいた｡その祖父は､播
磨の赤松家に仕える武士であったが､裏書元年に､その主君が時の室町将軍に反いて殺され
るという騒ぎがあってから､やむなく仕えを退いて､この土地に落ちてきてから､- )852p.｣( 
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○主語等の補足､注の挿入
J ='/ そら たr
｢着みる露ばかりのしるLもなく､七日にて空しくなりぬ｡天を仰ぎ､地を融きて突原文 :
'
悲しみ､ともにもと物狂はしきを､さまざまといひ和さめて､かくてはとて遂に境野の畑と
｡なしはてぬ ｣( 4).
口訳 (重友):｢看病のかいもなく､みるみるうちにやせおとろえて､わずか七日のうちに空
しくなってしまゆた｡正太郎はこれを見て､天を仰ぎ地を叩いて泣き悲しみ､自分もともに
死んでしまいたいと､物狂おしいばかりであったが､憂さ昼いろいろと語りなぐさめ､もう
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.シフエールによるフランス語訳の問題点3
●単吉吾の解釈
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原文 :｢吉備津の神主香央造酒が女子は､うまれだち秀麗にて､父母にもよく仕へ､かつ歌二と たく
をよみ､草に工みなり｡｣ (.4)p33
口訳 (重友):｢この国の吉備津彦神社の神主で､香央造酒という人の娘さんは､生まれつき
)952p.-852p.のきりょうよしで､両親にも孝行で､その上和歌も詠めれば､琴も上手です｡｣ ( 
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●語句の解釈
みやこ とど
原文 :｢彦六､正太郎にむかひて､『京なりとて人ごとにたのもしくもあらじ｡ここに駐まら
れよ｡-』 (p37.4)
口訳 (重友):｢彦六は正太郎にむかって､『これから都へゆかれるということだが､型空重 
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らといって､だれもが情けぶかいときまったものでもない｡いっそのこと､いつまでもここ
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●評釈を踏襲した解釈
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原文 :rr家は殿の来らせ給ふ道のすこし引き入りたる方なり｡便りなくませば時時訪せ給へ｡
わび
待ち俺給はんものを』と前に立ちてあゆむ｡｣(3p, )05
ロ訳 (重友): 住居はあなたさまのいらっしゃる道から､すこしはいったところにござい｢r

ます｡奥方さまもたよりないごようすでいらっしゃいますから､これからもどうぞ所析お立
ち寄りください｡それにしても､さきほどからだいぶ時も経って､奥方さまも､わたくしの
2p.帰りをお待ちかねでいらっしゃいましょうから』といって､女は先に立った｡｣( )57
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現代語訳 :｢r家はあなた様のおいでになった道を､少し引っ込んだ所です｡奥方様は心細い
身の上でいられますから､時々はお訪ねになってください｡さぞお待ちでございましょう』と､
女は前に立って正太郎を案内した｡｣( 8小学館 F日本古典文学全集7 )153p.-053.』p 
●評釈に拠るが､独自につけた訳文､注の挿入
からかみ ひま
｣原文:｢唐紙すこし明けたる間より､火影吹きあふちて､黒棚のきらめきたるもゆかしく覚ゆ｡
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口訳 (重友):｢唐紙がすこしあいている隙間から､吹きこむ風の流れにつれて､火影がちら
ちらと動いて､黒塗の棚が､それにきらきらと照りはえているのも､昔がしのばれて奥ゆか
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